
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度
 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初要求額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
2. 総務費 5. 事務改善事業

1. 総務管理費

1. 一般管理費 企画政策課

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

経常 単独 178 0 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

178 178

　佐倉市行財政改革運営方針・第５次行財政改革大綱（ 　市民と行政の協働による公共運営を前提とした、透明 　継続的改善を生み出す仕組みを構築することによって

平成25～29年度）を策定する。改革項目の進捗度合い等を踏まえ、フォ 公正かつ簡素で効率的な行財政システムを構築する。 、「最少の経費で最大の効果をあげる」ことができる組織風土が形成で

ロー会議を毎年度開催し、PDCAサイクルの考え方に基づいた是正措置を きる。

講じる。

　また、まちづくり顧問の諮問の検討にもとづく民間の経営手法導入な

ど、透明公正かつ簡素で効率的な行財政システムを構築するよう事務改

善を推進する。

　負担の公平化と財源の確保を図るためには、受 　

益と負担の関係を適正化していく必要がある。事務事業を適正に執行し

ていくためには、市税収入以外の財源も積極的に確保していかなければ

ならない。

08 175 175 0

11 3 3 0

差引一般財源 178 178 0


